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　2016年５月７日に行われたサラワク州議会選挙では、連
邦の与党連合・国民戦線（ＢＮ）が、ＢＮの中核政党でナ
ジブ首相の出身母体である統一マレー国民組織（ＵＭＮＯ）
による多数の応援を受け、定数82議席の72議席を占めて
圧倒的勝利を収めた。半島部に基盤を置く野党・民主行動
党（ＤＡＰ）は、サラワク州議会選挙で候補者を立て続け
て17年目の1996年にようやく初当選を果たし、それから
15年間で12議席まで増やしてきたが、この選挙で７議席
まで後退した。
　この選挙結果を大雑把に言えば、ＢＮ（ＵＭＮＯ＋地元
政党）とＤＡＰが争ってＢＮが勝ったということになるが、
それをブミプトラ対華人のように民族別に見るだけでは中
央対地方というサラワクの文脈を見逃すことになる。今回
の選挙はＢＮの勝利というよりサラワクの地元政党の勝利
であり、議席数を増やしただけでなく、以下に見るように
「ＵＭＮＯは要らない」と公言できたことがサラワクの地元
政党にとって一番の「勝利」だったのかもしれない。
　マレーシアの選挙と言えば、道路脇や建物に大量かつ無
秩序に貼られる政党の旗や候補者のポスターが名物だ。地
方に行けば手描きのイラスト入りのユニークな選挙ポスタ
ーも珍しくない。最近はソーシャルネットワークの発達も
あって街頭の旗やポスターは減る傾向にあり、サラワク州
のクチンでも2011年の選挙から旗やポスターが減ってき
て、今回の選挙でもさらに減っていたが、それでも大き目
の道路が交わるラウンドアバウトなどには与野党の選挙ポ
スターがいくつも立ち並んでいた。　

　　
　今回の選挙で目
立ったのはサバ州
を引き合いに出し
た選挙ポスターだ
った（写真）。「サ
ラワクの自主権を
守れ　サバのよう
になるな」「サバの
二の舞になるな　
ＤＡＰが躍進した
らＵＭＮＯがサラ
ワクに進出してく
るぞ」などと書か
れている。ＵＭＮ
Ｏがサラワクに進
出してきたら州の
自主権が失われて

しまうので、ＵＭＮＯにサラワク進出の口実を与えないよ
うにＤＡＰに議席を与えるなと訴えている。興味深いのは、
州の自主権を唱えてＵＭＮＯの進出を嫌うこの選挙ポスタ

ーを立てているのがＢＮだということだ。連邦レベルでＵ
ＭＮＯと連立を組み、今回の選挙でもＵＭＮＯに多数の応
援に来てもらっておきながら、「ＵＭＮＯが来るぞ」を脅し
文句に使っている。さらに、名指しされたサバでは、ＵＭ
ＮＯの幹部が、連邦政府からの支援が減るとサラワクのよ
うに地元政党だけになってしまい州行政のコントロールが
きかなくなりかねないと応じた。
　これは、サラワクとサバが互いにけん制しあっている風
を装いながら、ともに連邦政府から譲歩を引き出そうとす
る工夫の現れである。半島部では与野党の勢力が拮抗（き
っこう）しており、連邦与党のＢＮにとって政権運営のた
めにサバとサラワクの支持が欠かせない。サバもサラワク
も州与党はＢＮだが、中央（半島部）との関係はそれぞれ
異なる。サバでは1990年の選挙で地元与党がＢＮと対決姿
勢をとったため、ＵＭＮＯがサバに進出してサバＢＮを組
織し、2003年以降はＵＭＮＯがサバＢＮの過半数を占めて
いる。一方でサラワクにはＵＭＮＯが進出していないため、
地元政党が構成するサラワクＢＮと半島部のＢＮが緩やか
な連携関係にある。
　ＵＭＮＯのサバ進出でサバは中央の影響下に入ったが、
選挙の候補者選びや州の予算などを見ると中央の影響力は
助言程度にとどまっており、逆に中央のＵＭＮＯにサバＢ
Ｎを支援する必要が強まっている。サラワクは中央のＵＭ
ＮＯから指示を受けないという意味では自主性が高いが、
選挙や開発政策などで中央から必ず支援が得られるとは限
らない。サバのように助言を受ける態度を取りつつ支援を
引き出すのか、サラワクのように支援を当てにしないかわ
りに介入も受けないのかは、それぞれ地元の事情などによ
って選択された結果なので単純に優劣を判断できるもので
はない。いずれにしろ、サラワクは「サバのようにならな
いように」、サバは「サラワクのようにならないように」と
言って、それぞれ理由をつけて連邦から譲歩を引き出そう
としている。
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